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森季五I三会記事
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今~I ;'; の彩学年会は， 4 J} 26 /3， 2幻7F-悶r(以上見応iツ穴忙会4犠易ω〉および 2お8f1 (1同司』此I手宇利'1，〆デI¥V拶VttJ切F

3悶問にわたヨ令，てIJ開}潟持1縫篠さtれt， 45の織的，t中，: In天文営および天体約'~l~の:.. ~. rtt ジ ヮ J・のほか.必川

t凶iこ，l.i拘11Jr:秋尚氏に よる公nH i1R i~'i，総会，鰍初会たど，それぞれに名敏の会 l~ を~・，)!) Ii会l'}t ~jl に終り

た.総会のlni_!二，会民の鈎・fHtJAふ郎氏に本会功労・償請:JlI"Iられた.たれ・作会期!ilJtjl， fl:~~7・予 れタリウ

4 の純作ーが行われ，多〈の会uが紋膨 {t:楽しんだ. 献のi却M滋に説話;~:!r ;.必ずる次第である .

以下制集者がダイジι ス ト l波にまとめた務iiir内特と総会記;'J~を絡げた . 従ツて交の ~t任 11 ナへて制

集者にある.シンポジゥムの内終は次fP以下tこ掬織の予定.

なお 26f.:l， 27 の両日司会をお綴ν した方~Ií次の泌りである . (敬称略〉

池11'徹nli総見rI炎 神間淡 村上忠紋 ー・抑"/'，1-・議内法?写本阪大同11 鈎*由主l校

第 1日 (4)J26 n) 

第 1 自白午前の泌i船主位iì:Ï"-)く文学に闘する制ðþJ紡 'I~

5lí~ ぴに}1.J1;論に闘すゐものであった.~ず伊織締こLC;

は，日本天文研究会民による 1956$1;中の総蔽観測紡

栄を幣約して， 1956.5年の月の平均質経および黄総

の妥当な補正{I~{として，炎々~3".3， ーぴ'， 8 '{i;"，m・t.:.・
続いて;f.tl時関係の緒研究が報告され，.飯島定孝・大

被..sOlu京天文台〉の両氏は，報骨年句骨tのイ去鰭機梢;

の持率I!JJを図的とした巡航縄張jlJ浮く・1伎のド γプラー受信u設
を完成し，受イ若放のj渇波数変化を 10-。まで検知111米

るようにした， 東にこの党(話機による実測結果 とし

て， 4月6ロ， 6ル-19"UTのliili波数変化は}跡半が彩J

1 x 10・7fA:く， ~&~いで約 J x 10ーマ 7;;jい官在を5jえした

が，これは九腕の上好及び下降泌J]fに対応するもの

で，昨年の電機府データーをf使ってf.l:Wした則論曲目{ま

跳~r(!反対Iill数4聞が最も妥当である棋を示唆している

と線作した.ヌEに飯島震孝氏は岡崎清市・カ自磯‘三郎

(以上，東京天文:f:;)の両氏とJ'<Iこ1951-1952~ドの

ワシントン及びリッチモンドの PZTによる時刻j観測

の結果から，月のYI力による他殺潮汐の11主主'1観測に)}.
4まずi影響を求め， その結決は次J<のj泊り であることを7

5f，した.

A sin (θ+ゆ)+ B sin (θ+ψ〉

A や B 1J! 

??Y 0.32念0，22'0。土…・コ?09土0.22'5。土60
，. ~ (0) ・{】，02) (82 ') 

リッモ 0.38土よ20-58。±28oho-52土0'.2000会110

~. 旦_)__ 1-一一ーとl必_，_.__，_J党」

平均;0;印土0，13-58 o:t34'0[:-~ . ，8_9土0.13;40ギ50
I (0) •• _ .. !(叶.10) i (~1 ') 

紅lじ押;'s1¥.，勾の数字は次.rtより求めた耳Il総純である.

3 1 +K G M  
2 g Dg;仰 向付 sin2e 

ここで θは α( - (fのをノl~す.

総fSt絢dllJiWの角悶忠一氏{ま， 下従ゼ向削鰍，jf.州のlパ託心l肘}汁f.o点!、~ íで'!CJの3エレ

クトロyの迅述11助R助M刀か、らj地池{餓滋〉河Iのイ“i，般峨刷t引lにこよつ C持交之{υ.ti渋?々削t引j恥μdω〉

h山ιt工:1:二り均が:どうZ変をるカか、を示し'私斜紡'iJ，

l泌I!に gyro-イfrcqucncy 必が:計渋tり1形f~ 2合~J必k対ιtじシ辺江す 4φJ こ とd企ご'1ぷI兵lし

た.

次』にこ三I縦泌の火}汀Jfiηi}虫l込v以tJ，系に!凶員泌!する{川il川j庁fう先ピ治が:蒋烈H竹t守i<与~Jれl た.

安図君穆E維氏 (見応u;以()夫ミ2火文え主'手台~) は子f午1千ム川汽附tで引1縦ω8側(lJしたJパUI'川"バ.:

f飽fi.J.必B良.の亦絡沙か‘iら引》引川1;附i
"
吋"句eA1イゐV迎鋤を求め， I仰の初'Il.uの1.'，1イーjj!li

!助の倣と の系統7\~を比鮫検討した. 虎尾正久JC; (!j[.l;( 

7()ピ合〉は三鷹 PZTJHU)天f/i!ilの!lJiらしい'11，'¥'ミの特

性を調べるために FK3及び N30との去を..洲べ，lIIf

，r;との系統後はJ%tlll10 msをA越えるが後れ・について

は綴'IJ5 ms ~・'iUJtであると泌ぺた. jJ，ミ紛の)jはI I~際紛

I.Q'鎖倒と比較し可l変りの病があるが， II~~僚がとjí!の )jが

'/'ifllZ似なので多分縦わしいと考えた.尚グ/::1111の総l!l;'

f斜i1tIM、ら求めたJtfj;正常数は 20".472土 0"，010でめ

る.

1也l~Hj}司Jlf.mの誠氏が伴)Jj!C:のふち・2信に必る E'! ・D ~総

紛度決定に応fIJする1iìJ・を:f.n t~;' した. 坪川富良慌， 拘置l東

軍11'，北郷俊郎のよ氏はアストロラーぐくによる;江刈l度制

~1'Hこ ETD 'a:'1YIJIJして， 1，(1以 íJJíにナイフエ '1 ジ を水 、I~

に凶くとMはある傾斜JrJ'~ もってエヅジi-';凶j必 J- .{，か

ら， そのj瓜~U寺玄11な測定すれば総紛月訂正 IIÍJ II年決定 δさ，

h!の S.Dとして:t0" ，3 ;f'}J.!rの第一級の*，'næ~仰る

と述べた.鐸川翼民健，J京国債久，主土昭治郎の_~ 1巳は 厄'1'

D-7・!f儀による天文・絞綿JSfと)j1i1.1IJのj)tiIZl去について

述べ，そのために従米の ETDに， fiJ.の後1'':1サークノレ

をナイフェアジにつけぷナイフk;-T.Jtf!ゆとするとLづ-. 

点で改良した*~ぶした.

× × X 

.1.ぶf:bフI(-:y:の村上息数，荒木宏司σ'J1，f，i!¥;は. 1932午

前後のI1H彼縦dtJの給処から1 jrlÍ~J11tr:軌道の小判l線小ら
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の脱出量による分布彩JJtのtdtlt f (4) = 40 cxp f-
13 d".6t} のた(i è"指数刈欽で N.わすのが;~"j t.!とj安べ，

またt'u行に約う ての分1r，11，流JM李総同の"，心かj丘U

以にあるとき軌道に約う て 20a.u.以 l二4こ}).ぶと考

えられφぜ 鮎翁した 郷j原一郎氏〈京大尽l)は.-1，尽の

第)L{fjhl.のJiì終iWL)({~似るために，昨年の(.j.の午会で

報作した'jJtuJ軌道のf~(e: )，ょとして中日jl軌道に1mえるべ

~~t4~ ，~次の微小説として~分ん・1学，式を作り，その

係数として初われるj波紋と小1UJ4ぬ3出こ)JII うべ~jj{動爵

放の{仰とをf数(1((昔，.t;t:により求めた.nw天コピイ?の関口

mrM氏はシ 品 ミヅトの'l'llif1fl! I~1ぬの似絞に必き，地球

と JJ の，~/kの滋.w.について，特に地球IÌ似1(1運動j置の

発生について，Workin官 hypothcsisを似てたが，こ

れには地球~!J/~の作時JUIに於て. fU:ri附.{1によるfLj述

湖町tの5~/1:.. ~t;J~特に火災のl次1放による減l'll. 物質分

ftによる1J1l;も i制j汐隙似による減誕，校の屯!被lズ応，

1m}:最大況の)~I!rj~動によるJ.IIIJ'Hなどが 1222:な役á'つと

める取をのべた.

x x x 
午後のß11は~Mゑ'餓ð~J/9r0) ，11:' LI;; Q)-'je ~長から!JIì まった.

まず弓滋.1J;は. 1955.0 "1' J.りf副主611守問に延長むれ

た紛しい*'!，¥J!r観測フログラムによる観測の紡.!l!.;y.骨4・

における紛urの(1及、イむをしらべ，これが気11:のIJ変化

と大きな.m閣を〆.M' ことを~f.fHりした.ついで-**次
氏は 1953{I~ 1 )1-55 ~Iて 9 )Jよでの総l!r鋭測の給処か

ら，水沢の.mtt-W'1J:J!:j天Jt台経l!rのJ.4ドj相JQJ愛イヒおよ

び S4 年の}，61ir~を{ヒヵ;滋められたこと t f:炎治・'1Utlæ~

イヒのJ必'iit2引とと l苅j蛍があり /)oJ~地区のJ心地的現象らし

いn~~v~ した. l'dJえはあれ、 C. F K 3 hl.J.<のJld，IQj絞

穏を水沢の1I~;.11鮒JðltJから求めた*.~J.I~. tr，:伐のiJliJ地学会

'(!切凶伐Wn{村Hりしたより ‘さらに N30に近づいたこ

と，また側測にふくまれたJ，'JM~}!!の観測を使JfJして補

泌を加えた火:~j X~1a'数として 20" .450 にi!.í:い仰を~~

たこどをJd~べた.

次はna翻1$;J氏から. 1935.0.....55.0に水択で行わ

れた)jl~J~llJl紛IJI:観測の紡'~hJ<めたな動常数について

の縦約があった. "，:似の伊会で発袋したん・泌で. .hlf.~ 

の~l"J主)(，1(から求めた「知的常数は 9".1805となるが》

これが 1935.0-50.0から;Rめた仮紡然く9".1831)に

i!:i:いm~みると，税約方法にはみまり花街されず，少

〈ともぷ以の結以はfJl行自，'(よりかなり小さいというこ

とになる. liH炎に治問徹lB.須)1(カ!村氏は，lyl形球の

~)~総ðllJITi'で観測されたZ1)'{~. 一貫した刀法で向日午

除する於みを~~長，その第一線としてアデライテにお

ける 1931-35~ドの観測燃がJの)j法と結-尽を述べた.

その紡糸をJn¥'、て.t111:したc1(¥singerror はJt~~の

Jt>uと{訂正刷五tであるが.JJef-fり・で +0".20i立. これ

からぶめた火:行l，f/iï・2女は従米のl~mイ，，'( 20".47よりや

ヤ大きく，これも北、ド砂:の給月!と両立する.またZlfl

の年変化も北、ド球と t<対応し，これはZ項の物内ty.J

解釈上!It要な示日去をうえるものでゐる.

× × × 

後‘ドは伝説フミコt・r;:.'j~'1Î i諭l拘{系のJ湾品i(に移った. ま

ずな本誠治氏(大}kFJE大〉は向泌J!S.'Jrl_の運動につい

て しらべた紡泉， 二つのやR頬に区分されることがぶめ

られると発涙した. 一つは銀河t(1I内をH一方向に阿恥

しているIIf.イ政は匁』何に無関係に，元号、らくは銀河小心

に対して主主対~l:分衡をしていていると忠われるもの

で， tJ ，j~苦は物略的にも)'4った性nをもっているらしい

とのことである.ついで菊池定衛門尺(!.I[北大f型)(1，

ぷ附近千万1ilがCtJHゆ"心まわりのケプラー運動をすると

して統計ー した軌道~R~の分狗が， XliJ.!r約11J体説から均!

織的に当事けることを~. iず隊心併について示した.

鏑木政般氏(京大男I[)からは，銀河1111転と成法'iitr.c
O)mm線として. tiifに発表したと1，1)じみ・法により，次

点のような初1mにある AJ\t艇につし、て解析した.紡 '~~

の宇HfEがあった.脱線の分と総合すると， AJ制肢につ

いて1:J.られる，111数古代は， B1'!b!のものと大体一致する

とみなし1ゆる由である. iIi瀕文志郎氏(ょu京ぷ又~1t)

~ ・町潟、・・'~ ヤ -~--~ ': .-_二-_，で-~

似織の純凶 |:i!と12;lt認とて器;14忌活保あ
J止の数 '1602 1159 4る90

LJ 1 +0.0437 +0.02561 +0.0264 
オールトの常数 ，n， :1:67 念。司 会IU

(km/附 / 附 Is I -O.O~~~ - 0.OL7.~ -0.01.~~ 
1-1 :1:29 企(8 念事4

似削IhU長中 心の似総 3430.8' 336・.11'- 342・.2
In I 会 8.7 公IO.9~ :1:6." 

日 }Jht説←の4心配似 +0".O101+0".0130，みぴ'.0130
Aρ ゴ~ )自 士湖)1 土11

桧J，t糊，穿:¥'，¥湖 +0"，0112 +0".0170 +0".0148 
の品目JEの合計 4'.+11. 士18 会例 会11

はアンドロメダ川三~M 31中の吸収物nの分.(jil./;飢河

系について考えられているのと I， il~按!なモデルでぶわさ

れるものとして，その減光を考1M.した』場合の， 1t~ほ光

度比/の分布を;Jtめ.f IJ;中心からのru総について大

体}定の 5-6という似になることを発表した.三灼

l対fl1'，ぷおよび叙何系について"~械な吸収効来左手与える

と，双")jともfは 3.J'M.aになり，従米M31のfが，

これらに比べかけはなれて大きいf，({だったのが，ほぽ

1・，U'，!I.度と4、う合Jll!lY1，)結瓜になったわけである.

由主後に成将禿ー， よ野a奪三発両氏(Jl~tð大理荷量物耳II研〉

は， 5t!'h'1'!p.tli論におけるマ γハ原則が総成原理の役:切

を泌じているにも拘らず，それに相!.'jする基本方ねまだ

きf持っていない点a-itlき， lìíjにと村氏によってt:~D:1 さ

れた決動幾何学が. J ・J.!fマッハ原~~締成原理Eとする
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理治体系になっていることをぶした.ぺとして一般相対

論，アインシュタインのJI，対利J{}のJ1I!.ia， i喰動幾手'f;右
側jの相互関係をHli注づける試みについて述べ1.:.，

第2日 く4月27日〉

第 2 8 はft.イ本物売E学関係の研究予~Rで，まず資務国

治，回中牽B}J(11{京天文子t)の，;I，j氏1:，持{以内斑l:rの

特性についての観測統計の紡来を述べた.鋭校内定は

あまり従米知られていない現象でI f~j凶の太Jl~i汚動と

は逆に.:込点緩'1、期iこ最大とな・る. しかも，oj白いこと

には 1953{ドには北僚のそれは市械のそれのH告であ

ったことが注目をひいた.又この見え}j(visibility) 

のl~fJ閣にもち・及した. 斉路氏はつづいて縦小J引コロナ

の特性と期して， 1952， 54， 55 ~I'の コロナの抑Jjt分

布の終約のk-..'f!l~を発表した.これはt，c*のデータより

も~陥からずっと縫いところまでの紡瓜がねられてい

る， 1954年と 551ドとの給月さはFコロナのJl51まJI:前市こ

よく似ているが，これは両日食がいずれも 6)1*に起

り軌道上地球の伎町が近かったゐと解釈される， Fコ

ロナの形は牧牛脳波短1lJ物質の惑~it問分昨ìlこ関連があ

るのではないかと附示された.

!È~{~IIJÅ、'防鋭部j所の辻村民之， i1町栂験l'町民/;1;， フレ

ーアのJtl蜘I11お~ほかニ， 三のr，fJ脳と制 して，フレーア

の devclopmentratio (太陽の総発射、がIl{:まってか

ら拡'大になるまでの時刻lのltrf!，つまり現般の急激さ

を指示する〉が重要度の地加とともに減り，その分散

fT，、ニのそつや考えた， (21の均合の，ltp.から.コロナ

彩射の'IJIIIJJMから恥11/はこの肘のベースの電子情J!tn，
10" ぐらL 、からi:otf!fか~llこ上%すると~に観測を説明

しやすいことがぷ怠れた， ，3)の以JTTはこのベースがも

っと.tNiiにある.
× × x 

次に可決人X:下関係の翁x:刀、つついた. まず旅羽賢

司j~ く'Ii';~^ どf~) U:l¥!!然観測イr-:)IJに製1'1"した切仰メ

ガサイクルのふJl)・'，tiÌJ~受:(r?袋，1"" につい(;，~"た.時必

f{l.I: O.Sf久 Ju小フラ γクス 1:1:5 x 10 :: wm ・ ~(c/

sγaであ{l， 鈴木急捻氏(i!・J;ĈX:{;) 1 t~なおlVJ倹

A. ~，fft\1t il~ "'j少，nの昨年発よ:後の改良につJ;ill "'た.
ー)iO)腕にー π/4， 0 ， π/4， π/2 なる他納 ~j，n人して 1ゆ

る4つの，1C総 l二{こ1;;(tるパース トのふれがJE沙か、1れ1か主念f 

』μtる fだ'!(，げyでi川!打|十"ç符下によ lら旨ずに 3発~l供I~ミづ{似立;内Fηtが」求旅め r

になり， :J5 J1J.lュ似利になった.製作のキm支11鋭校t"け

で 土0'，6であるが， 必昔話があれば，rH?に.よってもっ

と尚ttn.!!'に唱るζとができる.実際に鈴木勉強 ("[1;(

又ズ合)， 森本'陸相聞 く，~{大JI~) IJ，j氏はその傾向 1:k越前l
したパーストの位以が Ca・ぅ;:~'!で Ji tバlるプラージと

ほぼ一致すること~ぶした. 森本氏はつづいてI iltiペ

HJÞJ1'における)，'J波数1.Il!1~の伐術に上って，:~分解能の

..次Ji:JIlIIJ!r分市制i附絞I~l a:作りのることを;-，!Il'.IIJJした.

締沼疋-，鐘悶緋....IIlrjJ疋O;t火.flU)は， 1956イl'2 )J 

238の大フレーアとラジオアウ トパーストとの凶係に

ついて，i3喝な{反定をすればシンクロトロン機ほによ

もm~JJrのmカ11とともに減ること， rise timeはおお って鈎1則された:1".ネルギーとそのi't1毛分作j，i'Ukによ

むね一定であること等を示した.フレーア発生獄事の って1H41tt;時刻jの将f~なること空容を説明でSる ζ とを/J'

r.dlr( O，l/dayないし 6/day も示された.同級測所 ， した， iIt;倉造雄氏〈岐点天文台)は，ノイス'ストーム

の縄井敬三，山崎君UL両氏は生駒山の CaJ[ Jji光び11

の験11ftから，下置をの発皮過f'，!，そのi汚!IlWE，形状等に

よる 10段併の分類法，その応JlHH，IL)5べ，コロナと

の関係の;(Jボにl刻する中1111線作を行った.

次のニつは里J!織の論文である. 牧図貧民(バf大:.fiH)

は(t!!tIjの対流祭JI:効果(太陽光r，J¥の下に磁tJ.}があると

対流によるエネルギーの紛iきが阻止されてl:Jr4のja肢

が下る，これがll¥i気であるという与え)j)について，

従来の WaJ匂の条件を鉱殺するため， 1i1.れの一次ま

でをf考慮した分散方程式にさかのぼって紛じ，特別な

助イ?について overstabiJIly がイ{;(f.することをJ夜明し

た. )11口市郎氏(京大鰐)は彩桝における1fi.外側約絡

について給じた，これはコロナ及びコロナと彩腕の中

111]1丙から出る滋外的射の，彩柄ならびにプロミネンス

の1[ì般に.&I~す修容を間短としている.制!Hの紛;!!の

プ~n式を;&>>するのに， (1)湾総合， (2)倣札I '3;コロ

ナ，プロミネンス，多病問の物質のぞりとりのあるJ~5

のi波形の低I，'，j波スペクトルのMfli"からストームQ)¥，.わ

ゆる H レベル" 1)¥，多くの小さいパーストの』縫合で111

米ていることをぷした. 河鱒公昭 (Jl!J;()~j({~)， 近鵬

ー即，村よ一昭(科liJf)の宍氏は， 1956 1，! 2 ) J 23日

の'j~H í和証拠'/iml/mを過)，の 4 例とltへ・て， .PI'紛I~包解釈

をf発必した. 'j~Hi*泉純子の、f!均!'1 11m仰を 0 ， 1 Je.xJ}l. 

他にとると， impact zone 1J(.lJiへi~勤していることで壊

の'Jt々がうまく.l1tljJjされる.

x χ x 

午後の却はまず南町自信啓獅氏， 佐藤直宏氏(II!北大}lJl)

が.lIr北大の 10 吋反射削!~~につけた光1l.t測Je袋内(1 1)

21使用，エリミネ{タ-J:t常務りについ.て泌べ，北村

足利氏 (JW;uötft) は小~1J!. 50 Mlの..色光1U~UJ jt;

の紛然t-'述ヘソょ.26 lI.tlæ.~鋭によって， 10.5移庄で

のづ¥筏』止を削ったのであるが，その色は紙t;>Jく8ない

しK2の-1::系列に似ていることがわかった.

宮本正太郎 (J;(大JTP)， 佐伯笹失〈人:/Jóit~(f 十.(:附
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フラネ F リウム)， 村山定男 (f'~ 必 f~';::ÍI~物ioîn，海老

沢期蔚1のP.4J¥: (ま，火.ltlrfiiの変化と比三;の発'1，などの尽く

決についての史観鋭測のぷ'l~!:: 1è}~ した.持iít:l:のN小

/ :t:JI;"ií\'にィ~mWIでみゐこと， 8 j J '1'旬.l¥ioachisに1e

!t した災コ~I :t次第に先述してついに火 Itf. r 'lì ‘ド;..j;((おお

っていたが 10)) 以降次!.í~{こjJi:ll~ir'j jたしたこと， この

loiI.!iUtJから災/1:配iN，似i虫I!f(6 m/~cc .(.'，!Jl')， *1，ぷ祉〔

の微小，公(11:!.~n: 2 mb -i'.u.!tで.ちるこ とで予がj(JJらか:こ

tc')t.:.. 

)11*11周作氏 (京大Jlll)!il.占I.: II!.αHcr・1，1.の大災の

~11治的モデんをjdiべ， ピ!こ反比例すφi航空分布を ，~・

えると， il'，:'利益J.!r8500・-9000・れu吃， ttt子・術1!tW ・

Æ~lI!J.'で Cn のï!î総1交をJ~lljJ で (!φ ニとを示した. 奈藤

沼三郎氏(~;(大EIl)は， 0 '1りIUI.> 'tデ，1(，火公((:'ILf.ln
を~Il{与した. Tc::: 4J， 700.， log II -= 3.80で， ，>0.3 
で':~ljtHÌJ;(j'J:t 主主 274で一定である.近勝雅之氏(京大

JlH) CまIV!絡1，Uこ似た剥 L‘tVtlU線を持つこつのhl(H 

R 3083. HR 3018)の分5'i:llIiJJi:(Jijffi料はしickjcえ'

介において飽自国)を.iAべ. {d~介;(.ï:!，i:Lt正常なl誌にJt

べて，米々 0.17，0.13 fl¥伎でめることをf示した.藤

図夏雄.山下泰正，高村史湖 〈京大J!ID三氏ct12似

の(IEゐ1/.良")，~のスベクトル (ζれも Lick でのたスペク

トル)の郎析がj然を述べた.Zr.，BaU. C~， CN及。:

"l '1 11，.・サンフ ;ー ド・12・の46i!!工C)知必がふされた. よ

野季夫氏(，;tノ'..;JlID!主儲:，\.;為的 Jj i;.J:: こ L る f~jJi )j j'ti¥ 
の前l(11)と泌するi'l!ゐIY1研究を;4:ーザムオヘレー y

-}.ごfl..!i;l;1: }IJt， .るよと:こどって.Mlt.t勺!こ

I'~ 

1(0，μ〉=L，B(村(/ん r)dl!/I 

円形式fこ&J.>しりることが討された.高百窺担~~嶋氏(r![ 

北大}l1t)Ct.，.U iミの1，W l l{t;J/i:に|対ずる Sm;rhの1:1料を

Jl/l・て. ，灯火の釘!iuJの椛j己-がどうなっていゐかをしら

べた. 511純 180・-270' の (j.i光ばjと)~o)~!ミとして.:覚

1切さhるか.300"-360・では D=sin:0'/∞l¥. 0' 0)怖
がぶ統的!こ小さしょ二れはζの}JliIJのIIYJの(111J是のJ!J.'{i

が小さいか， IlaI ii:を起す'Ilj瑚i的な誌がめるためと解釈

される. 大崎徹，矢田'5c六"，.j氏 (J;f大J1JD/尤 H1~n1以

なとむなう mi"J b!. :J.Iの';'IMH坊について.治じた 7)<.;長

L 0' ~~~ ~ I~;I~ iX-状Q)Jr~でj迂似して，日J r.肢 とそれを:lL'lり

まく H1.肢と点、ら)JXる，'tM'1J込討につL‘て，Znnstra幼

.'.!~ゃニ j(; 子~検， ダストによる吸収など'il~'hltに入れ

てコ3・えた. 一柳寿一氏， 須田和男氏(!t!北大理)は等

ia校と対iな・I~?郊の中fIJ)1，" i 含布する!11のそテ..}(..の第2級

を述べた.外t."iO)水淡tJ:が 55~' 以下なI~C :t，この手Iiの

そテ・Jレル:可能であって，従来のハリソンのそラ可ルなど

への辿1刻， その.ti!1 lt ，翁n'~J:な筏などが~J~ 芯れた.

会主品玄関部Iでの氾念ll，H診
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